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２０２５年度 産業機械の受注見通し 

２０２５年３月２８日公表 

一般社団法人日本産業機械工業会 

 

●今年度（2024 度） 

内需 ３兆７，４７７億円 前年度比 5.1％減 構成比 66.0％ 

外需 １兆９，３２３億円  〃  18.2％増  〃 34.0％ 

合計 ５兆６，８００億円  〃   1.8％増  

 

●来年度（2025 度） 

内需 ３兆９，３２８億円 前年度比 4.9％増 構成比 65.3％ 

外需 ２兆９２９憶円  〃   8.3％増  〃 34.7％ 

合計 ６兆２５８億円  〃   6.1％増  

 

わが国経済は２０２４年の実質ＧＤＰが＋０．１％（２次速報値）と小幅な伸びに

とどまるなど、停滞傾向にある。なお、先行きについては、世界銀行が２０２５年１

月に発表した世界経済見通しによると、日本の２０２５年ＧＤＰ成長率は＋１．２％、

世界全体は＋２．７％と見込まれている。 

しかしながら、グローバル経済においては、地政学リスクの高まりや金融引き締め

の影響で投資決定が慎重になっている。特に中東情勢の不安定化や米国の関税政策の

不透明さ、中国経済の減速がグローバル市場に影響を与えている。 

そうした情勢のもと、２０２４年度と２０２５年度の産業機械（当工業会取扱い）

の受注見通しを以下の通り策定した。 

 

 

２０２４年度 

【内 需】 

民需については、食品工業、石油精製、窯業土石、自動車、造船、運輸業、卸売・

小売、ガス業に増加がみられるものの、化学工業、鉄鋼業、電気機械、電力業が減少

しており、特に電力業向けで前年度に受注した火力発電の大型設備の反動減が大きく

影響し、前年度を下回るものと見込んだ。 

官公需は、ポンプ等の防災・減災関連は増加しているものの、都市ごみ処理装置は

発注量が減少していることから、前年度を下回るものと見込んだ。 

内需全体としては、前年度比５．１％減の３兆７，４７７億円と見込んだ。 

【外 需】 

アジア、ヨーロッパが減少しているものの、中東、北アメリカがけん引役となり、

外需全体としては、前年度比１８．２％増の１兆９，３２３憶円と見込んだ。 

このうち、アジアについては、中国を除くアジアが前年度比プラスを見込んでいる

ものの、中国がマイナス要因となっている。 

中国については、ボイラ・原動機や化学機械、プラスチック加工機械、運搬機械、

製鉄機械、半導体関連設備等の需要が落ち込んでいる。中国除くアジアは、化学機械、

風水力機械、運搬機械、半導体製造関連が増加している。 

ヨーロッパは、ボイラ・原動機、風水力機械、製鉄機械、半導体関連設備が減少し

ている。 
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中東は、ボイラ・原動機、化学機械、風水力機械が増加し、特にＬＮＧ大型設備を

複数受注した化学機械が大きく増加している。 

北アメリカは、ボイラ・原動機、化学機械、プラスチック加工機械が増加し、特に

大型の発電設備を複数受注したボイラ・原動機が大きく増加している。 

【合 計】 

２０２４年度の合計は、前年度比１．８％増の５兆６，８００億円と見込んだ。 

 

 

２０２５年度 

【内 需】 

国内では、老朽化設備の更新の他、ＧＸ推進政策に基づく投資の増加、再生可能エ

ネルギー関連設備、ＡＩ・ＩｏＴ技術の活用に加えて、省人化・自動化を支援する各

種施策の継続も市場の追い風となると見込んでいる。更に、半導体・蓄電池素材の国

内生産強化や防災・減災等の国土強靭化事業の推進により、設備投資が活発化すると

予測される。 

一方、マイナス要因としては、建設業界の人手不足や物流費の上昇が、設備投資計

画の遅延・中止を招く可能性がある。加えて、エネルギー基本計画に基づく火力発電

の減少、原材料・エネルギーの価格高騰、企業の投資判断の慎重化等が新規案件の減

少につながる懸念がある。 

この結果、内需全体では、前年度比４．９％増の３兆９，３２８億円※1と見込んだ。 

【外 需】 

世界的なカーボンニュートラルの動向やエネルギー供給の安定化を目的とした投

資が継続しており、ＬＮＧや水素、アンモニアといった低炭素・脱炭素エネルギー関

連の案件は引き続き注目される。また、インドや東南アジアの経済成長に伴う設備投

資の増加、欧州や米国における再生可能エネルギー分野のプロジェクト拡大等も、今

後の成長要因として期待される。特に中東でのＬＮＧ案件、東南アジアでの半導体・

データセンター向け電力需要の増加が見込まれる。更に、水インフラや廃棄物処理需

要がアジアや中東地域で増加すると見込んでいる。 

その他、世界的なＥＶ関連投資の不透明感はあるものの、半導体産業や石油化学分

野の成長が見込まれる。 

この結果、外需全体では、前年度比８．３％増の２兆９２９億円※2と見込んだ。 

【合 計】 

２０２５年度の合計は、前年度比６．１％増の６兆２５８億円※3と見込んだ。 

 

 
※1 ２０２５年度の内需の金額（３兆９，３２８億円）は、２年ぶりに増加へ転じ、２０

２３年度の受注金額（３兆９，４７６憶円）の水準まで回復。 

※2 ２０２５年度の外需の金額（２兆９２９億円）は、２０１４年度（２兆５，８０４億

円）以来、１１年ぶりの２兆円台。 

※3 ２０２５年度の合計の金額（６兆２５８億円）は、２０１４年度（６兆７５１億円）

以来、１１年ぶりの６兆円台。 
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※合計の過去最高額は 1996 年度の 6 兆 7,038 億円 

 

 

（前年度比：％） 

 2018 2019 2020 2021 2022 2023 
2024 

見通 

2025 

見込 

内需 △ 3.1 1.9 △ 7.9 7.8 2.5 15.5 △ 5.1 4.9 

外需 26.4 △ 25.9 35.5 △ 16.7 14.4 △ 11.6 18.2 8.3 

合計 6.1 △ 8.4 5.1 △ 1.6 6.4 6.0 1.8 6.1 
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１．ボイラ・原動機 

 

２０２４年度 

 内需は、窯業土石、業務用機械、情報通信機械、造船等の製造業の自家発電設備に

増加がみられたものの、前年度に火力発電設備の更新需要の大口案件を受注した反動

減により、前年度比１５．０％減の１兆９４９億円と見込んだ。 

 外需は、中東、北アメリカ、南アメリカの発電設備が増加し、前年度比２０．０％

増の５，７２０億円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比５．５％減の１兆６，６６９億円と見込んだ。 

 

２０２５年度 

 内需は、脱炭素・低炭素化に向けた燃料転換、非常用発電の更新需要、水素・アン

モニア燃料導入計画の進展等によるプラス要因があるものの、火力発電縮小に伴う投

資抑制により、前年度比５．０％減の１兆４０２億円と見込んだ。 

 外需は、アジア、北アメリカ、中東等で、脱炭素・低炭素設備導入の促進、データ

センター向け非常用発電装置の需要拡大、円安による価格競争力向上に加え、大口Ｇ

ＴＣＣ案件の進展を見込み、前年度５．０％増の６，００６億円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比１．６％減の１兆６，４０８億円と見込んだ。 
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２．鉱山機械 

 

２０２４年度 

 内需は、非鉄金属、金属製品、鉱業、建設業が増加しており、前年度比５．０％増

の２４０億円と見込んだ。 

 外需は、中東、南アメリカ、オセアニアの資源開発設備が増加しており、前年度比

１０．０％増の２４億円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比５．４％増の２６５億円と見込んだ。 

 

２０２５年度 

 内需は、自然災害復旧・復興工事の継続、能登半島地震による大規模工事の増加等、

国土強靭化対策やインフラ整備等に伴う建設関連の需要増により、前年度比 

１５．０％増の２７６億円と見込んだ。 

 外需は、アジア向けを中心に鉱物資源の開発やインフラ整備等に伴う需要増加を見

込み、前年度５，０％増の２５億円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比１４．１％増の３０２億円と見込んだ。 
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３．化学機械 

（冷凍機械、環境装置のうち大気汚染防止装置と水質汚濁防止装置を含む） 

 

２０２４年度 

 内需は、化学品・医薬品の製造設備や、電気機械・情報通信機械の水処理設備が減
少したものの、石油精製の脱炭素設備の他、非鉄金属・金属製品向けが増加し、また、
下水・汚泥処理装置等の公共投資も前年度並みで推移しており、受注金額としてはほ
ぼ前年度並みとなり、前年度比±０％の１兆４１６億円と見込んだ。 
 外需は、アジア、中東、ヨーロッパ、北アメリカの化学・石化製品や天然ガス関連
が増加しており、特に中東でＬＮＧ大型設備を複数受注したことから、前年度比 
６５．０％増の５，０１１億円と見込んだ。 
 内外総合では、前年度比１４．７％増の１兆５，４２８億円と見込んだ。 

 

２０２５年度 

 内需は、グリーンイノベーション基金やＧＸ推進政策を背景に、低・脱炭素設備や
資源循環分野への投資が増加する他、老朽化設備の更新、水素・アンモニア・ＳＡＦ
などの脱炭素技術、医薬品・半導体・再生可能エネルギー関連設備への投資の拡大を
見込み、また、下水処理関連のインフラ強化も堅調に推移し、前年度比５．０％増の
１兆９３７億円と見込んだ。 
 外需は、産油・産ガス国の設備投資の拡大や、水素・燃料アンモニア・ＣＣＳ等の
低・脱炭素案件の進展、東南アジアの水インフラ市場の拡大、半導体関連の需要の継
続等により、前年度比５．０％増の５，２６２億円と見込んだ。 
 内外総合では、前年度比５．０％増の１兆６，２００億円と見込んだ。 
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４．タンク 

 

２０２４年度 

 内需は、化学工業、石油精製、ガス業が増加したことから、前年度比２０．０％増

の１９４億円と見込んだ。 

 外需は、アジアの化学プラント用貯蔵設備の減少により、前年度比５．０％減の 

２４億円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比１６．６％増の２１８億円と見込んだ。 

 

２０２５年度 

 内需は、燃料アンモニア受入設備・ＬＮＧタンクの需要増等、カーボンニュートラ

ル実現に向けた大型ＥＰＣ案件の具体化により、前年度比５．０％増の２０３億円と

見込んだ。 

 外需は、東南アジアや欧州等でのＬＮＧ案件の増加により、前年度比１０．０％増

の２６億円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比５．６％増の２３０億円と見込んだ。 
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５．プラスチック加工機械 

 

２０２４年度 

 内需は、化学工業、情報通信機械、自動車の増加により、前年度比１５．０％増の

７０６億円と見込んだ。 

 外需は、アジアのＥＶバッテリー関連の需要が減少し、前年度比１０．０％減の 

１，７８４億円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比４．１％減の２，４９１億円と見込んだ。 

 

２０２５年度 

 内需は、省人化・ＧＸ・生産性向上を支援する政府補助金の継続による更新需要の

拡大の他、ＥＶ・生成ＡＩ関連の投資活発化により、前年度比５.０％増の７４１億

円と見込んだ。 

 外需は、ＥＶ補助金打ち切りによるＥＶバッテリー投資の冷え込みが続くものの、

中国における一定の設備投資が継続し、インドの「メイク・イン・インディア」政策

や米国の設備投資促進策が追い風となり、前年度比５．０％増の１，８７４億円と見

込んだ。 

 内外総合では、前年度比５．０％増の２，６１５億円と見込んだ。 
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６．ポンプ 

 

２０２４年度 

 内需は、鉄鋼、情報通信機械、電力等の民需が増加したことに加えて、防災・減災

等の公共投資も増加し、前年度比１０．０％増の３，８４９億円と見込んだ。 

 外需は、アジアの電子部品関連の増加の他、中東向け水インフラ関連も増加し、前

年度比１０．０％増の１，３６４億円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比１０．０％増の５，２１４億円と見込んだ。 

 

２０２５年度 

 内需は、企業の低炭素・脱炭素化、老朽化対策に向けた設備投資意欲や、公共事業

の堅調な推移により市場は維持される見込みであり、前年度比５．０％増の 

４，０４１億円と見込んだ。 

 外需は、東南アジアや中東、中央アジアでの下水・排水・灌がい向け市場の成長や、

人口増加・気候変動対策によるインフラ投資の堅調さが追い風となり、前年度比 

５．０％増の１，４３３億円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比５．０％増の５，４７５億円と見込んだ。 
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７．圧縮機 

 

２０２４年度 

 内需は、化学工業や石油精製、鉄鋼、電力業の大型設備の他、自動車、造船、建設

業の増加により、前年度比１０．０％増の１，６０３億円と見込んだ。 

 外需は、アジア、中東、北アメリカが増加し、前年度比５．０％増の１，３３１億

円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比７．７％増の２，９３５億円と見込んだ。 

 

２０２５年度 

 内需は、製油所等の集約により大型設備の新規投資需要は低調なものの、設備老朽

化に伴う更新・メンテナンス需要や省エネ・高効率機器のニーズ拡大等により、受注

金額としてはほぼ前年度並みの、前年度比±０％の１，６０３億円と見込んだ。 

 外需は、石油化学分野の底堅い需要が続く他、欧州や米国での水電解・ＣＣＳ・Ｌ

ＮＧ関連の開発が進むとみられることから、前年度比１５．０％増の１，５３１億円

と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比６．８％増の３，１３４億円と見込んだ。 
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８．送風機 

 

２０２４年度 

 内需は、食品、化学工業、自動車、運輸業、ガス業が減少し、前年度比５．０％減

の２４４億円と見込んだ。 

 外需は、中東の減少により、前年度比３０．０％減の３７億円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比９．３％減の２８１億円と見込んだ。 

 

２０２５年度 

 内需は、高炉電炉化、自動車関連、老朽化トンネル換気設備の更新、道路新規路線

計画によるトンネル換気設備の発注の増加により、前年度比＋１０．０％の２６８億

円と見込んだ。 

 外需は、高炉向け更新需要が見込まれる他、アジア、オセアニア等の資源開発関連

も堅調に推移するとみて、前年度比５．０％増の３９億円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比９．３％増の３０７億円と見込んだ。 

 

 

 
 



12 

 

９．運搬機械 

 

２０２４年度 

 内需は、運輸業や電力向け搬送設備が増加したものの、電気機械、はん用・生産用、

半導体関連（情報通信機械）、自動車、卸売・小売等のマテハン装置が減少し、クレ

ーンも鉄鋼、官公庁で減少したことから、受注金額としてはほぼ前年度並みの、前年

度比±０％の３，１３０億円と見込んだ。 

 外需は、アジア、北アメリカでマテハン設備、港湾クレーンが増加し、前年度比 

２５．０％増の１，８０７億円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比７．９％減の４，９３７億円と見込んだ。 

 

２０２５年度 

 内需は、自動化・省力化に向けた搬送システムの需要拡大、機械式駐車場の入替需

要の増加、造船・高炉業界のクレーン投資促進、電力業界の揚炭設備更新等が期待さ

れることから、前年比１０．０％増の３，４４３億円と見込んだ。 

 外需は、港湾クレーン発注や火力発電設備のメンテナンス案件の増加、東南アジア

での自動倉庫需要の拡大、アジア、北アメリカでの自動車生産ライン向け搬送設備の

増加、半導体関連の持ち直しにより、前年度比３０．０％増の２，３４９億円と見込

んだ。 

 内外総合では、前年度比１７．３％増の５，７９２億円と見込んだ。 
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10．変速機 

 

２０２４年度 

 内需は、食品、化学工業、鉄鋼、はん用・生産用、情報通信機械、自動車、建設業、

電力業、運輸業、官公需が増加し、前年度比１５．０％増の５４１億円と見込んだ。 

 外需は、アジア、ヨーロッパの増加により、前年度比２５．０％増の９８億円と見

込んだ。 

 内外総合では、前年度比１６．４％増の６４０億円と見込んだ。 

 

２０２５年度 

 内需は、物流関連機器や自動車関連の回復傾向が続き、ロボット・工作機械向けも

在庫調整が進み発注再開の動きが見られることから、前年度比１０．０％増の５９６

億円と見込んだ。 

 外需は、米国の搬送物流業界の回復や、南アメリカの鉱山関連の好調、東南アジア

の農業設備の需要増により、前年度比５．０％増の１０３億円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比９．２％増の６９９億円と見込んだ。 
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11．金属加工機械（製鉄機械） 

 

２０２４年度 

 内需は、鉄鋼の減少により、前年度比４０．０％減の７５１億円と見込んだ。 

 外需は、アジア、北アメリカの減少により、前年度比３０．０％減の５１４億円と

見込んだ。 

 内外総合では、前年度比３６．３％減の１，２６６億円と見込んだ。 

 

２０２５年度 

 内需は、高炉電炉化、高張力鋼・電磁鋼板の増産投資等が前年度並みに推移し、前

年度比±０％の７５１億円と見込んだ。 

 外需は、カーボンニュートラル対応や中国以外での電磁鋼板の増産投資が継続し、

受注金額としてはほぼ前年度並みとなり、前年度比±０％の５１４億円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比±０％の１，２６６億円と見込んだ。 
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12．その他産業機械 

（業務用洗濯機、メカニカルシール、ごみ処理装置、半導体製造関連等を含む） 

 

２０２４年度 

 内需は、官公庁の都市ごみ処理装置の発注量が減少したことにより、前年度比 

５．０％減の４，８４９億円と見込んだ。 

 外需は、ごみ処理装置がアジアで減少したことに加えて、半導体製造関連が中国、

ヨーロッパで減少し、前年度比５．０％減の１，６０２億円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比５．０％減の６，４５２億円と見込んだ。 

 

２０２５年度 

 内需は、都市ごみ処理装置の更新需要については長期的に堅調であり、老朽化施設

の延命化やカーボンニュートラル推進による需要も期待され、半導体製造関連におい

ても顧客の工場稼働率の継続的な回復を背景に増加していくとみられることから、前

年度比２５．０％増の６，０６１億円と見込んだ。 

 外需は、新興国の環境意識向上や都市化の進展により、廃棄物の衛生処理や廃棄物

発電の需要が高まる中、ごみ処理装置の需要が拡大し、半導体製造関連では米中対立

による中国市場の失速が懸念されるものの、生成ＡＩ向け需要の拡大が市場を牽引す

ることから、前年度比１０．０％増の１，７６３億円と見込んだ。 

 内外総合では、前年度比２１．３％増の７，８２４億円と見込んだ。 
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